
 

  

 

 

 

 

２月１日(火)に、学校保健委員会がありました。健康委員会のメンバーが、身近なけがや

危険な場面、手当ての方法などについて、放送や動画で情報発信をしました。その後に、

各クラスで【けが予防宣言】を考えました。大海っ子けがゼロ大作戦について紹介します。 

 

 保健室には、毎日けが人が来室します。例

えば、すり傷。『傷口をきれいに洗ってあと

は絆創膏を貼るだけでＯＫ』という子もい

れば、『血が流れていて靴下が血だらけ』と

いう子もいます。他にも、鼻血を流したまま

だったり、刺さったとげをこすってさらに

奥に入ってしまったり、けがをしても放置

していたりというように、自分の行動のせ

いで、けがが悪化することがあります。けがの手当てを知ること、けが予防を考えること

は、自分だけでなくまわりの人を守ることにもつながるので、とても大切です。 
 

 

 今回紹介したのは、普段学校で多いけがです。これらの手当てを動画で紹介しました。

けがをしたとき、自分にできる手当てを、ぜひやってみましょう。 

①すりきず・・・・・傷口の汚れや砂をきれいに洗い流す（そのままだとばい菌が入る） 

②鼻血・・・・・・・血が止まるまで鼻を押さえる（上を向かない） 

③やけど・・・・・・流水で冷やす（放置しない） 

④刺し傷（とげ）・・ とげを抜いて傷口を洗う（不用意に指で抜こうとしない） 

⑤ねんざ・つき指・・冷やして安静にする（腫れや痛みがひどいときは受診） 
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↑手荒れがひどいときは受診し相談を！   ↑乳歯の場合も外傷による脱臼は受診を！ 

 

 安全な場所でも、行動次第では危険な場所となり、 

けがのもとになることがあります。階段を走る、本 

を読みながら歩くなど、学校でも危険な場面はたくさんあります。けが予防のために、ど

んな行動をしたらよいのか考えました。また、よい姿勢、ストレッチ、そして早起きも、

けが予防のひとつであることを確認しました。 

 

 

①若宮先生：『傷の手当てのポイント』 

②沖野先生：『手荒れ予防の方法』 

③飯利先生：『歯の脱臼時の対応』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校保健委員会のあと、各クラスでけが予防について話し合いました。みんなが校内を

落ち着いて歩く学校になりそうです。お互いに声をかけあって、安全な学校にしましょう。

大海っ子が、けががなく、楽しく毎日を過ごせるよう願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


